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添 付 資 料 ３  シ ン ポ ジ ウ ム 参 加 N G O 活 動 概 要  

ブース 1 国 際 環 境 NGO FoEJapan 対 象 地 ：インドネシア 

Web http://www.foejapan.org/cl imate/doc/adaptat ion_mangrove.html 

  

地 球 温 暖 化 の影 響 に立 ち向 かうコミュニティ植 林 プロジェクト 

インドネシアの中 部 ジャワに位 置 するスマランでは、近 年 、地 球 温 暖 化 による

海 面 上 昇 や洪 水 、干 ばつ等 の影 響 を受 け、失 業 や貧 困 問 題 が深 刻 化 してい

ます。FoE Japan は、気 象 の変 化 に混 乱 するコミュニティが地 球 温 暖 化 を理 解

し、持 続 可 能 な植 林 を通 じて影 響 を乗 り越 えるための支 援 を行 っています。農

村 では気 象 変 化 にも強 く、水 源 保 全 や地 滑 りの防 止 にもつなががるアグロフ

ォレストリー（農 林 複 合 経 営 ）を通 じたコミュニティ植 林 を促 進 し、漁 村 では海

面 上 昇 による浸 食 や浸 水 、塩 害 被 害 を緩 和 するために、自 然 の堤 防 の役 割

を果 たすマングローブの森 の再 生 に取 り組 んでいます。住 民 が将 来 の温 暖 化

影 響 にも適 応 できるように、コミュニティ・エンパワーメントや関 係 機 関 のネット

ワーキングを含 む総 合 的 なアプローチを展 開 しています。FoE Japan は、今 の

価 値 ある 1 本 が未 来 の森 を育 てると考 え、人 づくりと環 境 づくりを大 切 にして

います。 

ブース 2 
コンサベーション・インターナショナル日 本 プログ

ラム 

対 象 地 ：インドネシア・フ

ィリピンほか 

Web http://www.conservat ion.or . jp/ 

  

森 林 は、多 くの生 き物 の生 息 地 であると同 時 に、水 源 や二 酸 化 炭 素 の吸 収 ・

固 定 源 として、重 要 な場 所 であるが、世 界 の森 林 は、木 材 需 要 や農 地 や都

市 の開 発 のために減 少 を続 けている。CI は、以 下 のような事 業 を通 して、さま

ざまなセクターとのパートナーシップに基 づく森 林 保 全 に取 り組 んでいる。 

  

1．インドネシアの国 立 公 園 の緩 衝 地 帯 において、ダイキン工 業 と協 働 する森

林 再 生 事 業 。アグロフォレストリーによる再 植 林 に加 え、エコツーリズム支 援 や

環 境 教 育 、生 物 多 様 性 モニタリング等 、地 元 を支 える様 々な支 援 を実 施 。 

  

2．コスタリカとパナマの国 境 地 帯 ラ・アミスタッド自 然 保 護 区 の緩 衝 地 帯 にお

いて、地 元 のコーヒー生 産 農 家 と環 境 に配 慮 したコーヒー生 産 に取 り組 みな

がら、農 園 周 辺 への再 植 林 を実 施 。2009 年 よりトヨタ環 境 財 団 が支 援 。 

  

3．フィリピン・ルソン島 北 部 のペニャブランカ保 護 区 で、トヨタ自 動 車 と進 める

森 林 再 生 事 業 。地 元 の行 政 と連 携 し、住 民 の生 計 手 段 の多 様 化 や能 力 構

築 を行 い、持 続 可 能 な社 会 体 制 作 りに取 り組 む。 

  

4.フィリピン・キリノ州 で、モア・トゥリーズと進 める森 林 再 生 事 業 。地 元 社 会 や

生 物 多 様 性 にも配 慮 しながら、カーボンマーケットを持 続 的 な活 動 のインセン

ティブとしている。 
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ブース 3 地 球 の友 と歩 む会 ／LIFE 対 象 地 ：インドネシア 

Web http://www.ne. jp/asahi/l i fe/home/ 

  

 当 会 では１９９２年 からインドネシア、東 部 にあるスンバ島 で植 林 活 動 をす

すめてきている。年 間 の降 雨 量 が 700mm と少 なく、過 去 の森 林 伐 採 、野

焼 きや過 放 牧 によって森 林 被 覆 率 も７％となっている。その影 響 で農 業 が

できなくなり村 人 の生 活 も困 窮 化 してきている。植 林 は治 水 能 力 をたかめ、

土 壌 の浸 食 を防 ぎ農 業 ができる面 積 を拡 大 していくことに貢 献 している。し

かし住 民 は明 日 食 べる食 糧 生 産 に関 心 がいき植 林 には目 が向 かない。ま

た、貧 しい農 民 にとって農 薬 を買 う資 金 もなく、農 業 生 産 が上 がらずますま

す苦 しくなってきています。そこで LIFE がこだわってやってきたこと

は、、、、、①    将 来 にわたってもできる農 業 は土 づくり、そのための森 づく

り、そして人 づくり②    有 機 農 業 は土 づくりとなり、持 続 可 能 な農 業 ができ

る③    日 本 人 との交 流 によって地 球 的 規 模 の課 題 に取 り組 むための学

びに機 会 にする 

ブース 4 バードライフ・アジア 
対 象 地 ：フィリピン、イン

ドネシアほか 

Web http://www.forestory. jp/ ←（植 林 プロジェクトのサイトです） 

  

バードライフ・インターナショナルは 2008 年 にグローバルな戦 略 事 業 の一 つ

として、現 存 する熱 帯 雨 林 の減 少 を防 止 する事 業 「Forests of Hope」を発

表 しました。熱 帯 雨 林 を守 ることによって、生 息 する多 様 な生 き物 や、森 林

資 源 に依 存 する地 域 の住 民 の暮 らしをまもるとともに、二 酸 化 炭 素 を吸 収

して地 球 温 暖 化 の防 止 に貢 献 することを目 的 とした活 動 です。2015 年 まで

に世 界 20 ヵ所 、500 万 ヘクタール規 模 で保 全 活 動 を推 進 することを目 標 に

掲 げました。この方 針 の下 、アジアではインドネシアのスマトラ島 、マレーシ

ア、フィリピンで活 動 が始 まっています。 

そのほかバードライフ・アジアが主 導 しながらフィリピンで進 めている森 林 保

全 活 動 がいくつかあります。ひとつがプレゼンテーションの議 題 にもなってい

る「フォレストーリー」です。この活 動 は生 物 多 様 性 の高 い地 域 で、地 域 住

民 の手 で在 来 種 を植 林 しながら豊 かな森 を復 元 させようとするものです。

資 金 の一 部 が地 域 の人 々の生 活 向 上 に使 われる社 会 貢 献 性 の高 い活

動 です。ほかには森 林 の劣 化 と減 少 を衛 星 画 像 で分 析 し保 全 策 を考 える

活 動 、生 物 多 様 性 の高 い森 林 を復 元 する植 林 活 動 などを実 施 していま

す。 
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ブース 5 ヒマラヤ保 全 協 会  対 象 地 ：ネパール 

web  http://www.geocit ies. jp/ihcjpn/  

  

ヒマラヤ保 全 協 会 は、文 化 人 類 学 者 ・川 喜 田 二 郎 が 1974 年 に発 足 させた

ヒマラヤ技 術 協 力 会 を前 身 とする国 際 環 境 ＮＧＯです。おもな事 業 は植

林 ・森 林 保 全 事 業 であり、ネパール西 部 において今 日 までに約 73 万 本 の

植 樹 をしてきました。私 たちの活 動 地 域 であるネパール・ヒマラヤはいちじる

しい森 林 減 少 地 帯 であり、またヒマラヤは南 アジアの水 源 域 としても重 要 な

ため、植 林 事 業 は環 境 保 全 の中 核 として不 可 欠 になっています。今 おこな

っている「生 活 林 」プロジェクトでは、地 域 住 民 の生 活 に根 ざした森 をつくり

だすことをめざしています。一 方 、日 本 国 内 においては、会 員 や支 援 者 が

プロジェクトに参 加 しやすくするために、100 円 につき１本 の苗 木 を、ヒマラ

ヤ保 全 協 会 を通 して現 地 に植 えるプロジェクトをすすめ、会 員 ・支 援 者 が

植 樹 に直 結 できる仕 組 みづくりをおこなっています。私 たちは、地 域 社 会 と

自 然 環 境 とが調 和 したゆたかな地 域 をつくりだすためにこれからも活 動 を

つづけていきます。 

ブース 6 ボルネオ保 全 トラストジャパン 
対 象 地 ：マレーシア・サ

バ州  

Web http://www.bctj . jp/ 

  

活 動 内 容 ：熱 帯 雨 林 が伐 採 され、アブラヤシのプランテーションにどんどん

転 換 されるため、野 生 生 物 保 護 区 は海 に浮 かぶ孤 島 状 態 になっている。

生 息 地 を分 断 化 されたため、オランウータンなどの野 生 生 物 は個 体 数 が

減 少 したり遺 伝 子 の多 様 性 が失 われたりしている。BCT ジャパンは、１．ボ

ルネオ緑 の回 廊 （２万 ha）・・分 断 化 された森 （保 護 区 ）を結 ぶ土 地 を川 沿

いに確 保 し、野 生 動 物 が自 由 に移 動 できるようにする、２．オランウータン

のための吊 り橋 、３．人 間 と動 物 の衝 突 を回 避 する野 生 生 物 レスキューセ

ンターなどの事 業 を行 っている。 

  

アピール：200 円 で畳 1 枚 分 の森 を買 えます。森 をオランウータンにプレゼ

ントしてください。日 本 人 全 員 が１畳 分 ずつプレゼントすれば、ボルネオ緑 の

回 廊 ２万 ha は実 現 できます。 
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ブース 7 緑 の地 球 ネットワーク 対 象 地 ：中 国  

Web http://homepage3.nifty.com/gentree/  

  

 緑 の地 球 ネットワーク（GEN）は、1992 年 に中 国 山 西 省 大 同 市 の黄 土 高

原 で緑 化 協 力 をはじめました。苗 木 代 の提 供 にはじまった協 力 活 動 は、18

年 間 でさまざまにひろがりました。山 地 ・丘 陵 地 にマツと灌 木 を混 植 して水

土 流 失 を防 ぐ『地 球 環 境 林 』、貧 しい農 村 にアンズなどの果 樹 園 をつくり、

利 益 の一 部 を教 育 の改 善 にあてる『小 学 校 付 属 果 樹 園 』の造 林 プロジェ

クトだけでなく、育 苗 、樹 種 の多 様 化 、本 来 の植 生 回 復 など、技 術 面 の協

力 に力 をいれています。大 同 はもともとあった森 林 を人 間 が破 壊 してきた

地 域 です。緑 を回 復 するには人 の力 が必 要 です。よく見 られる単 一 樹 種 に

よる一 斉 造 林 は、病 虫 害 や自 然 災 害 に弱 いという欠 点 があります。多 様

性 のある森 林 を再 生 することが環 境 破 壊 と貧 困 の悪 循 環 から脱 出 する道

筋 だと考 え、専 門 家 のサポートをうけて、地 元 の農 民 に受 け入 れられるより

よい緑 化 の方 法 のモデルをつくり、提 案 していきます。 

ブース 8 緑 のサヘル 対 象 地 ：ブルキナファソ 

Web http://sahelgreen.org/  

  

「緑のサヘル」は 1991 年の設立以来、アフリカの乾燥地の環境保

全と住民生活の改善に努めて来ました。現在の活動国は、ブルキナ

ファソ、チャド、タンザニアの３か国で、これまでに植えられた苗

木は 65 万本を越えています。現在活動の中心となっているのは、

ブルキナファソのほぼ中央にあるバム湖周辺地域で進められてい

るプロジェクトです。かつてこの地域は豊かな緑に覆われていまし

たが、 1970 年代に襲った大旱魃によって、その多くが失われてし

まいました。森林が失われて以降、この地域では土地の荒廃が劇的

に進み、食糧と水の慢性的な不足、衛生の悪化と疾病の蔓延等が深

刻化しています。「緑のサヘル」はこれらの解決や緩和に向けて、

地域の人々と共に湖岸や村落への植林を行ない、地域の環境回復を

図ると共に、残存している森林や再生した森林を有効に利用した農

業や養蜂に取り組んでいます。 
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添 付 資 料 ４  シ ン ポ ジ ウ ム で の ア ン ケ ー ト  
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